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学 校 だ よ り 第３号

～ともに創造する（つくる）～
江東区立南砂中学校

校 長 近藤 啓太

誰かが植え、今、花開く

本校の敷地内には様々な植物が花を咲かせています。朝の玄関で、ふと、表題の言葉が頭

に浮かびました。もちろん自然の力で種子がそこに落ち、勝手に花を咲かせた野草もあります。

しかし、本校で過ごす生徒のことを考えながら、そこに種をまいたり苗を植えたりした方がい

て、今、我々が目にしている－そんな花も多数あります。

５月の全校朝会で、「南砂中学校微増・改造計画」について話をしました。ちょっとした工

夫で、南砂中学校を「より魅力的な学校」にできるのではないかと思ってのことです。そして

それは「教師によるサービスで、生徒はお客様」ということではなく、生徒一人一人にも「力

の発揮しどころ」を探す視野や思考をもってほしいという願いでもあります。あなたのアイデ

アや行動が学級や学年や学校によい影響を与えることができたら、あなたはもっと自分に自信

がもてるはずです。そしてもっと南中が好きになり、南中に誇りをもてるはずです。

与えられたことをこなすばかりではなく、あなた達だからこそできることをつかみ取ってほ

しいなと思います。さあ、あなたも種をまきませんか？

「南砂中学校 微増・改造計画」第一次

○どこかの小学校と何か交流をしたら南砂中学校の入学者も増えると思います！（１年生徒）

●本校の連携小学校は南砂小学校ですが、それ以外にも、少数ながらいろいろな小学校からの

新入生を迎えています。今後、どんなことができそうですか？次のアイデアも募集します。

○あいさつをする。 （２年生徒）

●学校公開のアンケートに次のような意見がありました。「帰りに2年生、3年生に『こんにち

は』と気持ちの良いご挨拶を何人にもしていただき、皆さん礼儀正しいなと感心しました。我

が子にもこのような上級生をお手本として、見習ってもらいたいと思いました。」

この意見を出してくれた生徒は、まだまだと思っているようですね。生徒会役員が毎月一週

間程度のあいさつ運動を続けると発表しました。他にも何かアイデアはありますか。

□学校にいけなかった時も、リモート授業を受けられるようにして欲しいです。我が子は授業

が嫌なわけではなく、大きな声や音、匂い、緊張感で疲れを感じてしまうからです。（保護者）

■これまでのオンライン授業はコロナ対応がメインでしたが、事情があり自宅での学習を希望

する生徒への配信ももちろん可能です。学年の教員まで、ご相談・ご要望ください。

ちなみに、私の小４の娘も大きな音が苦手でイヤーマフをつけて登校しています。それをク

ラスの児童が温かく受け入れてくれること、その土壌を学年の先生方がつくってくださってい

ることに非常に感謝しています。

□通知表が出る前段階で評価目安が分かり、生徒がどこを頑張れば成績を上げる事が出来るの

か？考査テストだけなのか、小テストなのか、課題提出なのか、授業態度がネックなのか、共

有出来るモノが有れば生徒自身が対策しようと考え行動するのではないか？ （保護者）

■「何をもとに評価・評定をつけているのかを教えてほしい」というご要望かと思います。

各教科担当の説明責任の下、評価後の説明だけでなく、評価材料等についても授業で説明する

ことを職員会議で確認いたしました。併せて、学校として統一した様式での概要版のようなも

のを作成し提示することも考えています。今少しお時間をください。

ともに創ろう運動会
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受援力ノススメ

５月８日の学校日記（おすすめ）で紹介した「受援力」について改めて紹介します。

昨年度の小中高生の自殺は最多の 514 人でした（「子の悩み聞いてねぎらって」5 月 1 日朝日新聞）。
コロナの影響もあり、誰かに相談したり助けを求めたりしにくくなっているようです。しかし、

そもそも私たちの文化は、「自立」や「自己責任」という同調圧力の下、周囲に頼ることへの

苦手意識があるようです。人に「頼れない社会」のひずみが現れていると、吉田穂波先生は指

摘します。「頼る人＝弱い人、頼られる人＝強い人」ではなく、「頼る人⇒助けてもらって嬉

しい、頼られる人⇒頼りにされて嬉しい」という win-win（お互いに得）の関係にあるのです。
太古から役割分担をしながら文明を築いてきた私たちには、「人の役に立つと嬉しい、幸せ」

と感じる本能があります。（教育新聞のコラムから抜粋）心当たりはありませんか？

内閣府の HPに「受援力ノススメ」というリーフレットが掲載されています。
※「受援力のススメ」（神奈川県立保健福祉大学 吉田穂波）URL: https://giftfor.life/tool/

制作に携わった吉田先生に、学校日記へのリンクの承諾を得ようとメールを

したところ、お返事をいただきました。

吉田先生は現在は大学教授ですが、医師として活動をし、また育児をしなが

らハーバード大学院に留学されました。詳細は多数執筆されている書籍に譲り

ますが、６人の子育て中で周囲の人々に支えられながらご活躍中です。一部を紹介します。

一方で、「受援力」は何でも受け入れるのではなく、自分が難しい状況の時には断ることの

大切さや上手な断り方、そして断られた時にも感謝することで人間関係をつなげておくこと、

その人とはいつかまたどこかで助け合えるようになると説明されています。

※このリーフレットに興味ある方は校長まで声をかけてください。合い言葉は「受援力」！

先日、国分寺市議に産後２ヶ月の女性が初当選しました。「『助けて』と言えない風潮があ

るように感じ」社会を変えようと思い立ち立候補したそうです。

東日本大震災に被災した妊婦さんが「こんな時に申し訳ない」と周囲に助けを求めようとし

なかったことを目の当たりにし、吉田先生が広げようと思われたこの「受援力」を先生方も含

め、南中に広めていきたいと考えています。

※参考 「頼る」スキルの磨き方 あなたの力を120％発揮させる「伝え方＋考え方」吉田穂波著 KADOKAWA

６月（前半）の行事 ※運動会に入場制限は致しませんが、引き続き感染症予防にご協力ください。

３日（土） 運動会（予備日６日） １３日（水） 委員会（昼清掃・学活）

４日（日） 開校記念日 １４日（木） 江東区連携教育の日

５日（月） 振替休業日 １５日（月） メディアコントロール週間

７日（水） 区中研（③カット）放課後学習教室 ～２５日（日）

１２日（月） 朝会 （詳細は６月号で）

「受援力ノススメ」に目を留めてくださりありがとうございます。

私がお会いできない方々にも、この「SOSを出すことの大切さ」が伝われば望外の喜びです。

私にも高校生、中学生の子どもたちがおりますが、五月病、コロナ明けの距離感の取りにく

さなど、心が揺れ動くこれからの時期に、「頼ることは人の自信や優しさを引き出す行為で、

相手へのプレゼントにもなるんだよ」というメッセージが、小さなお守り代わりとなればと

思います。

ソフトテニス部

○江東区春季大会 ３位

○ブロック大会出場
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